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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
海
洋
排
出
さ
れ
る
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
の
核
種
測
定
の
あ

り
方
と
外
交
課
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
海
洋
排
出
さ
れ
る
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
の
核
種
測
定

の
あ
り
方
と
外
交
課
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
以
下
「
東
京
電
力
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
認
可
さ
れ
た
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所 

特
定
原
子
力
施
設
に
係
る
実
施
計
画
」（
令

和
五
年
五
月
十
日
付
け
変
更
認
可
）
に
基
づ
き
、
御
指
摘
の
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」（
以
下
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
と
い
う
。
）

の
海
洋
へ
の
放
出
（
以
下
「
海
洋
放
出
」
と
い
う
。
）
の
対
象
と
な
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
希
釈
を
行
う
前
に
、
そ
の
都
度
、

当
該
海
洋
放
出
の
対
象
と
な
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
含
ま
れ
る
合
計
三
十
核
種
の
放
射
性
物
質
を
測
定
し
て
い
る
も
の
と
承

知
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
五
年
二
月
に
東
京
電
力
が
作
成
し
た
「
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
）
の

海
洋
放
出
に
係
る
放
射
線
環
境
影
響
評
価
報
告
書
（
建
設
段
階
・
改
訂
版
）
」
に
お
い
て
、
希
釈
に
用
い
ら
れ
る
海
水
に
よ

る
影
響
を
含
め
て
も
な
お
、
海
洋
放
出
に
よ
る
人
へ
の
影
響
が
小
さ
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
希
釈
を
行
っ
た
後
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
及
び
御
指
摘
の
「
海
洋
放
出
口
周
辺
の
海
底
土
」
に
お
い
て

「
二
十
九
核
種
」
の
放
射
性
物
質
を
測
定
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
 

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
東
京
電
力
に
お
い
て
、
「
総
合
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
」
（
平
成
二
十
三
年
八
月
二
日
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
整
会
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
周
辺
の
海
域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
際

に
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
同
海
域
の
海
底
土
に
つ
い
て
も
、
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て

い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
核
汚
染
の
潜
在
的
脅
威
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て

は
、
海
洋
放
出
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
に
お
い
て
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
の
勧
告
を
踏
ま
え
て
定
め
ら
れ
て
い
る
核
原

料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
に
基
づ
く
規
制
基
準

を
厳
格
に
遵
守
し
、
安
全
に
万
全
を
期
し
た
上
で
、
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
放
出
」
の
開

始
以
前
よ
り
一
貫
し
て
、
様
々
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
ま
た
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
加
盟

国
及
び
同
事
務
局
に
対
し
、
海
洋
放
出
に
つ
い
て
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
丁
寧
に
説
明
し
、
継
続
的
に
や
り
取
り
を
行
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
を
継
続
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

相
手
方
と
の
関
係
も
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 



 

３ 

 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
放
出
前
」
及
び
「
放
出
後
」
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
、

様
々
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
ま
た
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
中
国
に
対
し
、
海
洋
放
出
に
つ
い
て
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

き
丁
寧
に
説
明
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
日
本
産
の
食
品
に
対
す
る
中
国
に
よ
る
科
学
的
根
拠
の
な
い
輸
入
規
制
措
置
に
つ

い
て
は
、
そ
の
即
時
撤
廃
を
強
く
求
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
国
と
の
や
り
取
り
の
具
体
的
な
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
相
手
国
と
の
関
係
も
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
六
日
（
現
地
時
間
）
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
行
わ
れ
た
日
中
首
脳
会
談
に

お
い
て
「
双
方
は
、
お
互
い
の
立
場
に
隔
た
り
が
あ
る
と
認
識
し
な
が
ら
、
建
設
的
な
態
度
を
も
っ
て
協
議
と
対
話
を
通
じ

て
問
題
を
解
決
す
る
方
法
を
見
い
出
し
て
い
く
こ
と
」
で
一
致
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
、
引

き
続
き
、
中
国
に
対
し
、
海
洋
放
出
に
対
す
る
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
冷
静
な
対
応
及
び
日
本
産
の
食
品
に
対
す
る
中
国
に

よ
る
科
学
的
根
拠
の
な
い
輸
入
規
制
措
置
の
即
時
撤
廃
を
強
く
求
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
同
国
と
の
や
り
取
り
の
具
体
的

な
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
相
手
国
と
の
関
係
も
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 


